要旨原稿作成要領
（所属a1・所属b2）発表者A1・発表者B2・指導教員1,*
Ａ４用紙１ページの要旨原稿（wordファイルとpdfファイル）を作成し，メールにて提出してください（提出先は下記）．
このテンプレートwordファイルは，関西電気化学研究会の会告ホームページよりダウンロードできます．
会告ホームページ： http://kansai.electrochem.jp/kenkyukai3.html
（まだウェブサイトが公開されていない場合やダウンロードできない場合には，メールにてお送りできますので，下記の問い合せ先にご連絡ください．）
タイトル，発表者名，所属は，変更申請が受理された場合以外は，申込のものから変更できません．フォントとフォントサイズ，余白などページレイアウト・改行幅などの設定は変更しないでください．余白については，上下左右ともに25mmのマージンをとってください．文字数，行数，図表の数は自由です．
タイトルは２行までとし，サイズは14ポイント，「MSゴシック」などゴシック系フォントをつかい，太字などの文字飾りはつけないでください．所属と氏名は設定を変更せずに記入してください．指導教員に「*」を上付きでつけてください．所属と氏名，および日本語の本文は，「MS明朝」など明朝系フォントをつかい,サイズは12ポイントにしてください．
「1．はじめに」のようなセクションの有無とセクション名は任意です．つける場合には「MSゴシック」などゴシック系フォントをつかい，太字などの文字飾りはつけないでください． 
文献などの引用の表示についての決まりはありません．引用する場合には本文中に番号（書式任意）をつけ，末尾にリストを入れてください．
　提出いただいた要旨は印刷して配布されることもありますが，その場合モノクロで印刷されますのでご注意ください．
２ページ目を参考にしてご作成ください．
[image: image1.wmf]0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

0

0.1

0.2

0.3

P

h

o

t

o

c

u

r

r

e

n

t

 

d

e

n

s

i

t

y

 

[

m

A

 

c

m

-

2

]

Voltage [V]

Efficiency:  0.17 % 

Fill factor:   0.46

V

oc

: 

0.26 V

J

sc

: 1.4 

mA

/cm

2


提出先・お問い合わせ先：
電気化学会関西支部 高校生チャレンジ事務局　（担当：綱島克彦）
E-mail: tsunashima@wakayama-nct.ac.jp
○○○○を用いた△△△△電池の開発
（電化高校化学科1・電化高専化学科2）
電化花子1・電化太郎1・電化次郎2・指導教員1,*
1．はじめに
軽量，フレキシブルかつ低い製造コストの観点から，色素増感太陽電池の開発が急速に進んでいる．１） 色素増感太陽電池は，色素を吸着した酸化チタン電極と対向電極，およびそれらの電極の間に電解液層が挟まれた構造をとっている．１，２）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.
2．方法
色素増感太陽電池の作用極については，酸化チタンペーストを透明電極（ITO電極）に塗布し，450℃で30分間焼成したものにエオシンYを吸着させて作製した．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.
3．結果および考察
ルテニウム錯体（N3）を色素として用いた色素増感太陽電池を作製し，ソーラーシミュレータを用いて電圧-光電流曲線を測定して変換効率を求めた結果を図１に示す．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.
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図１ 得られた色素増感太陽電池のI-V曲線.








